
　
兵
庫
県
立
但
馬
農
業
高
等
学
校
に
は

「
み
の
り
と
食
科
」「
総
合
畜
産
科
」の
二
つ

の
学
科
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
農
業
の
6

次
産
業
化
や
生
産
物
の
高
付
加
価
値
化
、

食
文
化
の
継
承
、
環
境
保
全
型
農
業
の
実

現
な
ど
を
目
標
に
掲
げ
、
生
徒
の
能
力
・

適
性
・
進
路
に
応
じ
た
特
色
あ
る
授
業
で

農
業
を
学
び
、
社
会
の
変
化
に
対
応
で
き

る
実
践
力
と
創
造
力
の
あ
る
生
徒
の
育
成

を
目
指
し
て
い
る
。

　
総
合
畜
産
科
で
は
64
人
の
生
徒
が
牛
や

鶏
な
ど
の
飼
育
を
学
ん
で
い
る
。
授
業
に

お
け
る
畜
産
の
知
識
や
技
術
習
得
だ
け
で

な
く
、
校
外
行
事
へ
の
積
極
的
な
参
加
な

ど
、
但
馬
地
域
と
連
携
し
た
実
践
教
育
が

特
徴
で
あ
る
。「
但
馬
牛
」の
繁
殖
・
肥
育

や
育
種
改
良
、
学
校
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド

の「
但
農
ど
り
」の
商
品
化
に
も
力
を
入
れ

て
お
り
、
畜
産
を
通
し
て
農
業
を
学
び
、

うちの学校

1976年4月創立の兵庫県立但馬農業高等学校は、県北部の但馬地方の養父（やぶ）市に位置し、

県全域から生徒が集まる但馬唯一の単独農業高等学校。

八鹿町トガ山の丘陵地に広大な校地面積を有し、

豊かな自然環境の中、農業教育を通して地域社会を支える優れた人材の育成を目指している。

「汗をいとわず 命を尊び 日々高きを志す」の校訓の下、

生徒の個性と能力を最大限に伸ばす教育を推進。

生徒は「但馬牛」の飼育やオリジナルブランド「但農どり」の商品化など、

充実した施設・設備で畜産技術を学んでいる。

食
と
命
の
関
わ
り
を
畜
産
か
ら
学
ん
で
い

る
。

　
総
合
畜
産
科
で
は
、
繁
殖
母
牛
40
頭
、

肥
育
牛
32
頭
を
飼
育
し
て
い
る
。
こ
の
地

域
の
但
馬
牛
生
産
農
家
に
は
、
同
校
の
卒

業
生
が
多
く
、
但
馬
牛
業
界
に
お
い
て
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
事
業
継
承
の

み
な
ら
ず
、
新
規
就
農
や
雇
用
就
農
で
但

馬
牛
に
関
わ
る
卒
業
生
も
多
く
、
地
域
の

担
い
手
を
輩
出
し
て
い
る
。

　
2
0
2
4
年
度
か
ら
和
牛
甲
子
園
に
も

出
場
し
、
全
国
で
但
馬
牛
の
魅
力
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
る
。
役
牛
で

あ
っ
た
小
型
の
個
体
と
い
う
特
徴
を
補
う

た
め
に
、
飼
料
の
配
合
を
工
夫
し
長
期
肥

育
し
た
牛
を
出
品
す
る
な
ど
努
力
を
重

きてみて！

兵庫県立但馬農業高等学校

兵庫県立
但馬農業高等学校

校　名

兵庫県養父市八鹿町高柳300-1

所在地

1976年

創　立

154人（男子74人、女子80人）
（2025年5月時点）

生徒数

みのりと食科、総合畜産科

学　科

ね
、
但
馬
牛
の
強
み
を
引
き
出
す
飼
育
を

目
指
す
。「
五
感
を
フ
ル
に
使
っ
て
牛
の
変

化
を
感
じ
と
る
こ
と
が
大
切
。
生
徒
に
は
、

五
感
を
使
っ
て
牛
を
観
察
す
る
こ
と
を
学

ん
で
ほ
し
い
」と
担
当
教
諭
の
大
前
先
生
は

言
う
。

　
同
校
は
、
京
都
大
学
大
学
院
農
学
研

究
科
生
物
セ
ン
シ
ン
グ
工
学
研
究
室
の
実

験
に
9
年
に
わ
た
っ
て
協
力
し
、
肥
育
現

場
の
情
報
収
集
を
行
い
、
実
験
デ
ー
タ
を

共
有
し
な
が
ら
畜
産
課
題
の
解
決
に
挑
ん

で
い
る
。
特
に
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
取

り
組
み
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
和
牛
甲
子

園
の
取
組
評
価
部
門
の
テ
ー
マ
と
し
て
、

環
境
に
や
さ
し
い
但
馬
牛
肥
育
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
発
表
し
た
。

　
生
徒
は
、
京
都
大
学
大
学
院
が
設
置

し
た
バ
イ
オ
ガ
ス
発
酵
槽
を
利
用
し
て
肥

育
牛
糞
を
発
酵
さ
せ
、
ル
ー
メ
ン
発
酵
由

来
の
バ
イ
オ
ガ
ス
排
出
量
を
分
析
・
計
量

を
し
て
メ
タ
ン
濃
度
や
排
出
量
の
測
定
を

し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
生
産
や
肥

料
と
し
て
の
再
生
産
の
可
能
性
を
探
っ
て

い
る
。

　
地
球
温
暖
化
の
一
つ
の
要
因
と
さ
れ

る
、
牛
の
ゲ
ッ
プ
か
ら
排
出
さ
れ
る
メ
タ

ン
ガ
ス
や
二
酸
化
炭
素
の
抑
制
も
進
め
て

い
る
。
飼
料
は
国
産
稲
わ
ら
に
こ
だ
わ
り
、

メ
タ
ン
発
生
抑
制
に
効
果
が
期
待
で
き
る

と
い
わ
れ
る
脂
肪
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
を
配
合
。

大
前
先
生
は「
国
産
稲
わ
ら
を
使
う
こ
と

で
、
結
果
的
に
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト

の
低
減
や
温
暖
化
対
策
、
飼
料
自
給
率

の
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
」と
話
す
。

　
ま
た
、
効
率
的
な
肥
育
を
目
指
し
、
カ

メ
ラ
に
よ
る
牛
の
瞳
孔
画
像
分
析
や
少
量

血
液
の
蛍
光
分
析
に
よ
る
ウ
シ
血
中
ビ
タ

ミ
ン
A
の
測
定
を
行
っ
て
お
り
、
畜
産
技

術
の
研
究
・
発
展
に
も
寄
与
し
て
い
る
。

　
生
徒
だ
け
で
な
く
先
生
も
但
馬
牛
に
対

す
る
思
い
は
強
い
。
昨
年
度
の
和
牛
甲
子

園
出
品
で
は
、
枝
肉
1
㎏
販
売
単
価
で
同

校
の
出
品
牛
が
1
位
と
な
り
、
品
質
の
高

さ
が
評
価
さ
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
但
馬
牛

を「
余
す
と
こ
ろ
な
く
学
習
の
教
材
と
し
て

活
用
し
て
い
ま
す
」と
大
前
先
生
は
言
う
。

近
年
は
、
飼
育
し
て
い
る
母
牛
か
ら
採
卵
、

受
精
卵
移
植
す
る
胚
移
植
に
も
取
り
組
ん

で
お
り
、
大
前
先
生
は「
胚
移
植
は
職
員

の
技
術
の
向
上
と
継
承
が
課
題
で
す
が
、

繁
殖
肥
育
一
環
だ
か
ら
こ
そ
可
能
な
雌
牛

の
長
期
肥
育
に
挑
戦
で
き
ま
す
」と
力
強

く
語
る
。

和
牛
の
ル
ー
ツ

　

但
馬
牛
を
扱
う
誇
り

地
域
を
支
え
る
人
材
を
育
成

兵庫県

養父市大前 孝彦先生
おおまえ たかひこ

飼育で大切なのは繰り返しの体験です。
「体験」と「知識」を土台に、
自分で考えることを学び、
地域や但馬牛を支える
担い手になってほしいです。
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持
続
可
能
な
畜
産
を
目
指
し

科
学
的
飼
育
管
理
を
実
践

唯
一
無
二
の
教
材
・
但
馬
牛
が

学
習
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

世界農業遺産にも認定「但農どり」の商品化

嶌田 茜先生
しま だ あかね

生徒たちが育てた牛は、学校行事の収穫感謝祭
で収穫の喜びと命の大切さを感じながらいただき
ます。

小西 沙季さん
こ  にし   さ   き

攪拌（かくはん）機に飼料を入れるのが大変
です。去勢が興味深いですし、牛の体を洗っ
てあげることが楽しいです。

古賀 匠さん
こ  が たくみ

肥育期間によってエサの配合を変えています。
牛の扱いはなかなかうまくいかないこともありま
すが、角を切る除角は得意です。

小林 歩暉さん
こばやし  いぶき

但馬牛は全国の黒毛
和牛の素牛なので、プラ
イドを持って飼育してい
ます。牛を育てるにあ
たっては命に感謝するこ
とを心がけています。販
売会で飼育した牛の肉
がお客さまに喜ばれると
うれしいし、楽しい経験
です

兵庫県産の黒毛和種の
ことで、古くから農耕用牛
として飼育されていた役
牛。兵庫県の美方地域な
ど狭い地域で閉鎖育成さ
れ、純血の血統を持つ。
日本の黒毛和種のほとん
どは、昭和初期に生まれ
た「田尻号」の子孫とい
われており、但馬牛は和
牛のルーツともいわれて
いる。

井口 大和さん
い ぐち    やまと

座学では牛たちの知識
を身に付け、実習では牛
と対面して学んだ知識を
確認しています。但馬牛
の質の良さを一般の人
にも伝えたいです。育て
た牛を販売し提供できる
ことは、畜産の良いとこ
ろだと思います

たじまうし
但 馬 牛 と は

社会動物の学習のために、イヌも
飼育していますよ！ 地域の方の犬
を預かり、課題研究でトリミングも
行います。

独自の但馬牛飼育システムが評価され、「人と牛が共生する美方地域の
伝統的但馬牛飼育システム」として23年に世界農業遺産に認定された。

6次産業化を目指し、学校オリジナルブランドの
銘柄鶏「但農どり」の商品化を推進している。

但馬牛飼育 地域文化の
継承

草原や棚田の
維持

独自の
遺伝資源保全

但馬牛

大人気の唐揚げ

週2回、生徒考案のレシピで
唐揚げにして校内で販売している。
大人気ですぐに売り切れてしまう。

ムネ肉の燻製
地元企業との連携で商品化した
「むね肉の燻製」など、地域のイベ
ントでも人気の商品。

ジューシーなお肉がおいしいです！

参考：JAたじまウェブサイト
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